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1I 事例報告 1
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【学級担任への情報提供】
（通知表及び面談による情報提供
を学期末または学期初めに行う）
・つかまり立
ちの時は
本児が足
裏をしつ
かりつけ
られるよう
に足をつ
く位置を
決める。
・足をつく場所決め、本
人に確認させたり，
促したりする。
・つかまり立ちで足をつ
いてから上体はほと
んど支えるように援
助する。
・立った後は腰を軽く支
え，介助して乗り換え
る。
・膝は内側に入りやすい
が立位時の上体の
反りが少なくなってい
る。
・足裏がついてくると上
体がある程度起きる。
・上体の援助は減らし，膝を
伸ばして立ち上がる時の
腰の動きのみ援助する。
（支える場所と援助の方
向・タイミング，声かけなど
を確認する。）
・座位保持椅子や車いすに
座る時ば伸ばした股を曲
げるように本人に意識さ
せ，動きを援助する。
【時間の指導経過】
（学期末評価から）
●身体への気づきや学習への取
り組み方の変容
0動きの変容
●足首・股のリラクセーションは
弛んでいる部分に徐々に意識を
向けられている。
0あぐら座位では，股の弛みは
不十分だが，腰の動きが少しず
つ見られる。
●股や腰が弛むと座りやすくな
るという実感をつかめた様子。
0一人で膝立ち位をとることは
難しい。
•つかまり立ちはほ
ぼ一人でできるよ
うになった。膝もあ
まり内側に入って
いない。
・上肢で支えることが
少なくなり，たまに
自分で両手を離し
ている様子も見ら
れる。
•本児の動きの特性から，乗り移る
ものと自分との位置関係を統一
する。
・座位保持椅子からの立ち上がり
では，足をつく位置を本児が確
認できるようポイントを決めて促
す。
・乗り移りのための左右への移動
が不安定な場合は，一度腰を入
れて立つ練習をしてから乗り移
る。
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●自発的に自己目標を決め
て学習課題に取り組むように
なってきた。
0腰の動きは左右への柔軟
性が課題だが，腰を起こして
上体を保つ力が改善してい
る。
0膝立ち位で4秒間保持する
ことができた。
●自分であぐら座位をとり
股・腰のリラクセーションを行
えるようになってきた。
●膝立ち位での腰の動きが明
確化。
0立位での踏みしめは十分で
はないが膝と腰を合わせた動
きが改善している。
0膝立ち位では，台につかま
りながら10秒間立っているこ
とができた。
●弛めの課題では自分の身体に
対する気づきが鋭敏になってきた。
0動き出しの援助があれば股を伸
ばしてくる力が一人で入れられる。
0つかまりながらの膝立ち位で腰
を折る，入れる動きができるように
なった。
●動きがわかると一人でつかまり
立ちをやろうとしている。
●積極的に装具を脱ぐ練習をして
いる。
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継続することとなった。
学級担任と 1学期のはじめにB児の乗り移り動作に関
する現状を共有し，車いす・座位保持椅子間の乗り移り
が一人でできるようにすることを目標とし，指導を進め
ることにした。
時間の指導経過としては，身体が弛んだ後の実感だけ
でなく，課題にしている部位の弛みや動きへの気づきが
鋭敏になっており，後の左右への腰の動きも見られるよ
うになった。時間の中で膝立ちゃっかまり立ちなどを一
人で練習する姿も見られ， うまくいったかどうかの判断
も自分で話すようになってきた。学期末近くの学級担任
との情報共有では，左右への重心移動の動きの改善と右
への移動が得意な B児の実態を踏まえ，乗り移り場面で
は車いすと座位保持椅子の左右の位置関係を決めて指導
を行うことを確認した。その後の経過として学級担任よ
り，車いすや座位保持椅子からウォーカー間の乗り移り
が少しずつ一人でできるようになってきている， B児は
足を置く位置や自分と対象との位置関係を自分で確認し
ながら乗り移りを進めるようになってきたとの情報提供
があった。
こうした情報を学級担任，時間の指導担当者間で行き
来させながら現在も取り組みを継続している。
5. 指導を振り返って
自立活動の時間の指導担当者が学期ごとの評価と合わ
せて具体的な援助の方法を学級担任に提案し，関わり方
を共有することで，つかまり立ちから車いすや PCウォ
ーカー，座位保持椅子間の乗り移り動作に改善が見られ
た。その際， 目標とする生活動作の要素を取り出して指
導した動作法のモデルバターンの評価をそのまま学級担
任に返すのではなく， 目標となる生活動作との関連性を
踏まえて，現状の動きの見方や具体的な援助の方法を提
供することが大切であり，その結果，学級担任が子ども
の状態像を理解し，個に応じた援助を行うことができ，
乗り移り動作の改善につながったと考える。通知表の学
級担任からの記述欄に今回の事例報告で取り上げられた
場面に関する記述があったことからも， B児の主だった
変化として学級担任が認識していたことがうかがえる。
さらに，時間の指導経過と B児の学級での様子（表3
内※印）を対応させてみると，時間の指導における自分
の身体への気づきや学習への取り組み意識の高まりに伴
って生活場面においても B児の生活への主体的な取り組
みが変化として見られる。「子どもの動作を変化させる
ことが，子どもの主体的活動の変化につながる」 (1990
早坂）とあるように，動作法のもつ「動作学習経過」と
「行動発達」の関連性と現状把握に現れている B児の活
動への取り組み方を踏まえると，このことは動作の改善
がB児の学習活動への意欲や一つひとつの動きに対する
意識の高まりにも影響していると予想される。
N まとめと今後の課題
「I研究の経過」において自立活動セミナー参加者の
中に見られた「自立活動の指導と個別の指導計画， 日常
生活の指導とどうつなげたらよいかわからない」という
問題意識に関して，子どもに関わる複数の教員間で連携
を図るために動作法をどのように活用するかという視点
が大切であると述べた。
本稿では動作法という指導法をそのまま時間の指導に
取り入れるのではなく，指導法の持つ独特の理論と表現
による評価や言葉の共有しにくさに対し，学級担任と時
間の指導担当者間の情報共有をテーマに， 自立活動の時
間の指導と評価のサイクルになぞって二つの事例を紹介
した。また，二つの事例の共通点として，いずれも学級
担任が特別支援学校における教員経験が少なく，動作法
についてほとんど知識と経験はないケースであった。し
かし，指導経過からも情報共有において動作法の理解や
教員経験の有無に左右されない指導が展開されたと考え
られる。二つの事例から以下の 2点を確認することとな
った。
〇学期ごとの評価においては，時間の指導目標を明確に
しておくことで，モデルパターンの実施における評価
を指導目標に照らして表記することができ，保護者，
本人，担任と共有できる情報として成り立つ。
0時間の指導と日常生活での指導がつながりをもちなが
ら指導にあたるために，学級担任と時間の指導担当者
間で日常場面と時間の指導の評価の結びつけが重要に
なる。
今回示した事例では，動作法を活用した時間の指導担
当者がどの段階でどのような情報を学級担任に提供し，
それぞれの指導に返すかが焦点となっている。しかし，
時間の指導担当者は，始めに個別の指導計画に基づく自
立活動の目標とその背景まで共通理解していることが前
提となっている。担任担当者間の情報共有の時間的問題
なども考えると，今後はこうした事例を通して時間の担
当者がどのレベルまでの情報が指導計画作成に必要なの
か，担任担当者間で共有すべき情報は何かなどについて
さらに精選し要素を抽出していく必要がある。またこの
ことは個別の指導計画と自立活動の指導とのつながりや，
自立活動の指導と動作法という指導法の位置づけを明確
にする一つの手がかりになるのではないかと考える。
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